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会長の時間        鈴木 真澄 

本日は早稲田大学の宮内孝知教授には大変お忙

しい中、卓話をお引き受けいただき有難うございま

す。宜しくお願い致します。 

 10 月 7 日（火）の理事会決定により「次次年度

役員選考委員会」が設置され、10 月 31 日（金）亭

新亭において、栗原直前会長によりパスト会長会議

を開催しました。 

 そこで指名委員会として、荻野 賢治会員に大変

お骨折りをいただき、2015 年～16 年度会長（会長

ノミニー）が山崎 武邦さん、幹事 高橋 和男さん

にお願いすることで、今日の理事会で承認を頂きま

したので、来週の 9 日の例会（年次総会）で内田会

長エレクトから、会員の皆様にご承認をいただくこ

とになりますが、山崎さん、高橋さん、そして役員

の皆さん宜しくお願い致します。 

各役員が決定して実はﾎｯﾄしております。なぜか

と言うと先日の第 3 グループの会長、幹事会の時に

現状報告の時間があるのですが、次次年度の会長、

幹事どころか、次年度の会長、幹事も決まっていな

いクラブがあり、とても困っていたので、当クラブ

は全ての役員が決定したので、安心しました。 

 12 月 6 日地区大会（川越プリンス）への参加の

お願いがありました。 

IM（27 年 3 月 14 日）の会費の問題が各クラブ

から出ておりましたが、一人 3000 円で実施するこ

とになったそうです。 

日高クラブから 27 年 3 月 10 日（火）チャリティ

ーゴルフコンペのお誘いがありました。180 名の参

加目標だそうですので、宜しくお願いします。（当

クラブは例会日） 

 12 月 5 日～8 日まで「吉安ロータリークラブ」へ

11 名で訪問します、当クラブの 30 周年の参加のお

誘いと、交流を深めて参りたいと思っています。 

今日の会長の時間は報告のみとさせていただき

ます。 

 

 

 

 

■出席報告 

月 日 12/2 

会員数 36 

出席者 26 

出席率 72％ 

前回修正 77％ 

 

 石井 實 

例 会 当 番 記 念 祝 福 卓      話 

12/9  年次総会 

12/16  例会振替  

12/20(土) ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ 

12/23  法定休日 

12/30  例会取止め 

 

  12 月ご夫人誕生 

上野 和子 堀江 恵子 

 



幹事報告          堀江 大 

理事会報告 

＊年次総会・・・12 月 9 日（火） 

＊次年度理事承認・・総会にて承認を得る 

＊Xmas パーティー・・・12 月 20 日（土） 

＊新年会・・・1 月 9 日（火）堤新亭 点鐘 6 時 

＊11 月 18 日（火）クラブ親睦ゴルフコンペ・・・ 

会計報告承認 

 

幹事報告 

◆ロータリー国際大会でビジョンを広げよう 

◆第 1 回目「クラブ請求書」ウエビナー動画、資料

のご案内 

◆第 3 回クラブ奉仕部門ｾﾐﾅｰ・・1 月 31 日（土） 

点鐘 13：00～  紫雲閣 

◆第 4 回日高 RC チャリティゴルフ大会のご案

内・・・3 月 10 日(火) 高麗川カントリークラブ 

◆週報・・・新所沢 RC 

 

ニコニコボックス     山田 富男 

鈴木 真澄 本日は宮内 孝知先生にはお忙しい中

卓話をお受けいただき有難うござい

ます。 

堀江 大  宮内様 本日よろしくお願いします。 

内田 学  宮内様 本日はよろしくお願い致しま

す。 

荻野 賢司 宮内先生 本日は大変お忙しい中 卓

話御苦労様です。いつも早稲田大学地

元地域連絡協議会で御世話になりま

す。 

須澤 一男 宮内先生 ご多忙の中 当クラブの卓

話に来て下さいまして有難うござい

ます。 

小久保ゴルフ委員長 前回 秋のゴルフ大会の皆様

の御好意です。 

平岡 徳大 前回休み、申訳ない。   

栗原 和明 申訳ございませんが、本日早退させて

いただきます。 

本橋 正夫 すみません。早退します。本日 出陣

式が 12 時より西武前です。いろいろ

お世話になります。宜しくお願い致し

ます。 

国際奉仕委員長     吉田 栄治 

 国際奉仕委員会よりご報告します。今年度唯一の

事業、吉安ＲＣ訪問の準備が整いました。参加者は

10 名です。１２月５日に出発で四日間１２月８日

に帰国します。 

 尚、姉妹クラブの契約の継続については、理事会

の決定どうり延長と伝えてまいります。継続の調印

式は来年の１２月です。 

又、当クラブの３０周年式典の招待についても伝

達してきます。安全を祈り、無事を祈って行ってま

いります。 以上で委員会報告とします。  

 

 卓話  ≪教育と スポーツ≫ 

 早稲田大学 理事 スポーツ科学学術院 

教授  宮内 孝知様 

 

皆様はじめまして。ご存じのように 1987

年に所沢市三ヶ島に人間科学部として開設さ

れ、2003 年にスポーツ科学部として独立した

スポーツ科学学術院の宮内孝知です。 

本日このように皆様にお話しする機会を頂

きまして、真にありがとうございます。 

 私の専門は、スポーツ社会学と申しまして、

非常に広い領域を持っておりますが、本日は

「教育とスポーツ」というテーマでお話しさ

せて頂きます。宜しくお願いします。 

 はじめに、教育特に「体育」についてお話

しします。皆様は「知育・徳育・体育」とい

う言葉はご存じであろうし、よくお使いにな

られるかも知れません。しかしこの三育主義

は、私どもにとっては、身体の教育としてし

か捉えていないことからあまりにも狭いと考 

 



えます。また、これはスポーツが身体や体力

づくりの「手段」であると考えています。し

かし、現代では、スポーツは「文化」であり、

生きていく上での必需品と捉えます。すなわ

ち、スポーツは文化として教育すべき内容で

あり、身に付けさせるもの、であります。 

 では、そのスポーツはどのように考えられ

ていますでしょうか。スポーツを定義するこ

とは困難ですが、「遊び」「運動」「競走」「制

度」の 4 要素から成立しています。どの要素

を強調するかで様々なスポーツが存在するこ

とになります。そしてそこには様々なスポー

ツ文化が存在します。その中でも「スポーツ

観」という精神文化は、スポーツをスポーツ

以外の目的を達成する手段と考えるか、スポ

ーツそれ自体に価値があり、スポーツをする

ことが目的であるという考えがあります。 

 ところで、スポーツをしていると、いかに

もスポーツをしている、していたと思われる

人がいます。すなわち、スポーツには独特の

人間形成機能があります。高く評価されるこ

とも、あまり好感をもたれないこともありま

す。スポーツはその特性から、上手くなりた

い→試したい→勝ちたい、となります。それ

故、勝つことが強調されます。 

ここでスポーツの手段的価値と目的的価値

をどのように追求していくかが問題となりま

す。その兼ね合をどうするかが重要です、こ

こに体育とスポーツを考える原点があると思

います。また現代のスポーツをめぐる様々な

問題の解決は、この根本の問題を考えること

だと思っています。 

        今週の担当  須澤 一男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


